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＜連絡事項＞

· 電算化委員会より

· ファイルサーバーが限界となっています。各自個人のホルダーを整理しましょう。特に画像は容量を多くするので、必要以外は削除して下さい。期限は11/10(月)迄です。

· 医療ガス委員会より

· 本日午後1：00から合併症室と南病棟の観察室酸素点検があります。点検終了異常なしです。

· ＜患者様連絡事項＞

· 川村　和則様～風邪症状訴えＰＬ３日分処方となっています。

· 石黒　信博様～服薬調整しています。ジプレキサ（5）1×寝る前/7Ｔ処方となっています。

以後定期です。

· 明日10/10（土）入院予定2名あります。

　　　　　　　　　女性　アルコール依存症40代　東Ｄ　主治医　川端Ｄｒ

　　　　　　　　　男性　70代　病名？　東Ａ　主治医　安ヶ平Ｄｒ

＜隔離、拘束患者様＞、

畑中　成夫様～「頭の中がゴチャゴチャする」と表情硬くすることあります。今日は問題行動なくスタッフ介入に対し対応穏やかです。暴力は悪い事であることの振り返りはできています。

血中農度検査の必要性について主治医より指示確認していきましょう。又今後の関わりとして患者様の身体管理特に拘束部位の循環障害、スタッフ介入時の突発行為に注意し安全管理に努めましょう。

小笠原　久利様～午前1時間、午後1時間開放観察となっていますが問題行動なく経過しています。

時折独語あり「影の人と話している」と幻聴に左右された発言あります。

　　　　　　　開放時は必ずスタッフ付き添いとし表情の観察、他者とのトラブルのないよう見守りしましょう。

木村　格冶様～8：30より終日隔離開始。

朝の喫煙時2本抜き取ることあり、立会い男性スタッフ決められた本数は1本である事伝えています。いきなりスタッフへ殴りかかりスタッフ数名介入制止しています。主治医報告隔離開始となる。入室後「薬はいらない、エンシュアは飲む」と服薬拒否しています。服薬拒否していること主治医へ報告しています。又入室後よりドア蹴りやドア叩きをしています。怪我のないよう安全管理に努め、

病識確立保てず根気強く関わりを持つこととしましょう。

勝田　ヒモエ様～ミトン使用。バイタル異常なく経過しています。酸素飽和濃度ルームエアで安定しています

　　　　　　　＜昨日今後について面談＞

　　　　　　　現在の病状について説明

　　　　　　・ＭＲＳＡ陽性のため抗菌剤バンコマイシン投与中10/10までの予定。普通の抗生剤では肝機能障害となり使用できない｡

・酸素は昨日より中止しているが安定している。

・胸部ＸＰでは肺炎の陰影はない。

・現在経管栄養を施行しているが下痢が続いている。これから経管栄養の種類を変更してみる。メイバランスからＬ8とする。

・全身状態として貧血がある。これは肛門より出血（下血）していた為と思われる。悪い腫瘍があったとしても検査は体力的に難しい。

・他の病院での治療希望であれば紹介しますが今の状態であれば当院でも治療できます。見取り迄というのであれば引き受けます。ただし本人が苦痛で当院での治療困難の場合は転院を考えます。と説明あり御家族当院での治療継続依頼しています。

＜新入院患者様＞

下口　政子様～日中は妄想に左右された発言はなく時折他者と交流され落ち着いて過ごしています。不安をとりのぞくため傾聴し安心して療養できるよう関わりしていきましょう。

＜要注目患者様＞

泉川　ケイ子様～自発性ジストニアのためか首振りが強い。服薬は「薬は飲むけど責任とってくる？」といいながら遅れて服薬できている。服薬の必要性について説明根気強く関わりを持って生きましょう。頚部の傾きについてフラツキ、転倒等観察していきましょう。

佐々木　尚子様～朝より同室者の寺地　利代子様がうるさくてこまります。何とか部屋移動させてくれませんか？と再三訴えてくることあり。他者への干渉はせず自分の事を考え行動するよう促しています。同室者とトラブルとならないようこまめに訪室、関わりしていきましょう。

